
 

位置探査ユニットにより検出した方向角変

化量と巻取りユニットの巻取り量、深度探査

ユニットによる気圧測定により、出発点から

の３次元位置を推定できます。深度基準ユニ

ット併用で深度基準点の追加も可能です。 

測定データは各ユニット内のＳＤカードに

保存され、計算ユニットで結果を算出します。 

計算ユニット 

・管路 3 次元位置推定（位置ＸＹ・深さ Z） 

・測定結果を現場で確認することが可能 

・CAD をイメージした分かりやすい結果表示 

・管内で崩落等がある位置の推定 

・管内撮影車の映像や画像とのリンク 

・管口の片方が閉塞している場合の管口探索 

・地図情報と組み合わせた設備管理の実現 

 

① 測定対象の管路を洗浄します。 

② 管口前に巻取りユニットを設置します。 

③ 各ユニットへ電源投入後、同期作業をし

てからＳＤカードをセットします。 

④ 管口から位置探査ユニット、深度探査ユ

ニットを終端部まで送り込みます。（※管

路が行き止まりの場合は別途管内撮影車

との連結が必要です） 

⑤ 終端部から管口まで巻取りユニットで巻

取りながら測定を行います。 

⑥ 各ユニットのＳＤデータを回収して計算

ユニットで計算結果を確認します。 

 

位置探査ユニット 深度探査ユニット 深度基準ユニット 

巻取りユニット 計算ユニット 

計測指示ユニット ユニット同期装置 
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運行本数の多い線区の線路下に埋設された

鉄道用伏びが経年により片側管口が不明とな

ったため、本製品で測定した結果から管口を

推定した事例です。 

現場の確認 

 

 

調査対象現場 

測定結果の確認 管入射角度の測定 

管口推定手順の検討 

管口推定結果の地図マッピング 

一般的なインフラ管路の測定に使用できます。 

特殊な管路での使用についてはご相談ください。 

本製品はレンタルでお使いいただくことも可能です。 
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